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5－8・4　考察
頭部及び腕部の各部において、安静時から過呼吸後の息止め開始における
取・a、b／aについては、再現性のある変化が見られた。
安静時から息止め開始にかけてTraは前頭部、後頭部、左・右側頭部、前腕
部において減少する傾向が見られたことから、脈波伝播速度の上昇が示唆され
る。b／aにおいては、後頭部、前腕部おいて増加する傾向が見られたので、伸展
性の低下と、それによる脈波伝播速度の上昇が示唆される。前頭部、左・右側
頭部においては減少する傾向があり、Traとb／aの傾向が関連しなかった。息
止め開始から息止め終了前にかけて取・a及びb／a変化は前頭部、後頭部、左・
右側頭部、前腕部において多少変化の見られることもあったが、多くはあまり
変化しない傾向が見られた。このことから、過呼吸を行うことで、血管中の酸
素濃度が上昇し、それを抑制する血管の伸縮による伸展性低下及び脈波伝播速
度の上昇が生じていると考えられる。しかし、息止めによって、酸素濃度が低
下するにあたっての各部分における血管系への影響変化を捉えることは難しい
と思われる。
以上のことから、過呼吸を行うことで、各部分において、血管中の酸素濃度
が上昇、それによって血管の伸展性の低下及び脈波伝播速度の上昇が示唆され
る。息止め中の変化は各部分において、取・a、b／aの変化が微弱、ばらつきが大
きいため血管への影響を判断することは困難であるといえる。
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5－9　まとめ
頭部及び腕部の各部より検出される電気インピーダンス脈波の加速度脈波を
用いた自動解析を行った。解析には血管の伸展性を反映するとされるb／aのほか、
本研究で新たにTraの導入を提案した。心電図のピーク値から加速度脈波の成
分であるa波の時間を用いる取一aは脈波伝播速度を反映すると思われ、その算
出は非常に簡単であるため自動算出か可能である。自動算出によって、各値が
目視で得る値と変わらず検出されているか検証実験を行った。実験の結果、各
自動算出値は目視から得る値と変わらず算出されていることが確認できた。ま
た、a波の時間は脈波の立ち上がりの時間と同期して変化しており、取・aの変
化が脈波伝播速度の変化を反映している可能性が示唆された。さらに、心臓か
らの距離が異なる2箇所の部位において加速度脈波を同時に検出し、a波の時間
差から脈波伝播速度との関連性を調べた。a波の時間差より算出された伝達速度
は、一般に言われる脈波伝播速度の値と近いことから、敬一aは脈波伝播速度を
反映していると考えられる。
被験者に負荷を与える事により意図的に脳血管系に変化を起こし、その変化
を検出する実験を行った。喫煙、さらに過呼吸に続く息止めによる脳血管系へ
の影響を捉える事を目的とし、測定を行った。
喫煙により、各部位で測定されたb／a、取－aに変化が見られた。その変化から、
喫煙による前腕部、左・右側頭部における血管の伸展性低下、脈波伝播速度の
上昇、血管収縮が示唆された。後頭部において、血管の伸展性の上昇、脈波伝
播速度の低下、血管拡張、血流量の増加が示唆された。ただ、前頭部において
は明瞭な変化は得られなかった。これらのことから、前頭部、後頭部、左・右
側頭部における局所的な影響差があると思われる。
過呼吸に続く息止めによる負荷により、b／a、取・aに変化が見られ牢。それに
よって、過呼吸を行うことで、各部分において、血管中の酸素濃度が上昇、そ
れによって血管の伸展性の低下及び脈波伝播速度の上昇が示唆された。息止め
における変化は各部分において、恥－a、b／aの変化が微弱、ばらつきが大きいた
め血管への影響を判断することは困難であると思われる。
以上の負荷実験の結果から、本法により頭蓋内で生じる局所的な脳血管系の
変化を検出できる可能性が示唆された。
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第6章　結論
本研究は、磁気併用四電極法を用いた電気インピーダンス法により、
頭蓋内の局所的な脳血管情報を非観血的に検出することを目的として
いる。
従来の電気インピーダンス法では、生体組織の複雑性から電気物性
が十分に解明されておらず、測定結果と生体内での諸現象との対応付
けが困難であるといった問題点が挙げられる。以上の問題点を踏まえ、
本法では電気インピーダンス法に加え、磁気併用四電極法を用いた方
法を提案し、これらの原理に基づいた装置を試作し、実際の頭部にお
いて脈波の測定を試みた。脈波の解析方法として有用と考えられる加
速度脈波を用い、自動解析を行った。安静時でのTt－a解析の結果、算出さ
れた伝達速度は一般に言われる脈波伝播速度の値と近いことから、Tt・aは脈波
伝播速度を反映していると考えられる。なお解析では、血管の伸展性を反映す
るとされるb／aに比べ、本研究で新たに提案したTt－aはより傾向が顕著に観察
され、有効な解析要素と確認された。
脳血流量や、脳血管系に変化が起こると考えられる負荷を被験者に
与え、頭部二箇所における電気インピーダンス脈波の変化を測定し、
解析を行った。また、測定位置を変えることで、前・後頭部、左・右
側頭部の脈波計測を行った。喫煙による負荷により、各部位で測定された
b／a、恥－aに変化が見られた。その変化から、喫煙による前頭部、左・右側頭部、
前腕部における血管の伸展性低下、脈波伝播速度の上昇、血管収縮が示唆され
た。また後頭部において、血管の伸展性上昇、脈波伝播速度の低下、血管拡張、．
血液量の増加が示唆された。これらのことから、前頭部と後頭部における局所
的な影響差、また体循環と脳循環における影響差があると思われる。
また、過呼吸に続く息止めによる負荷実験の結果、Tr－a、b／aに変化が見ら
れた。安静時と息止め開始時のTr・a、b／aから、前・後頭部、左・右側頭部、
前腕部において、血管の伸展性低下、脈波伝播速度の上昇が示唆される。この
ことから、過呼吸によって血液中の酸素濃度が上昇し、それを抑制しようとす
る血管収縮による伸展性低下が生じていると考えられる。
以上の負荷実験の結果から、本法により頭蓋内で生じる局所的な脳血管系の
変化を独立に検出でき、それぞれの負荷における脳血管系の影響情報が得られ
たと考えられる。
以上より、本法が頭蓋内の脳血管情報および脳血流情報の音十測に有
用である可能性が示唆された。
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